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取 扱 説 明 書 

■このたびは本製品をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございました。 

■ご使用の前に必ず本書「取扱説明書」をよくお読みください。 

特に『安全上のご注意』を必ず読んで、正しくお使いください。 

■お読みになった後は必ず手元に保管してください。 
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◆重要なお知らせ◆ 
 

■本製品について  

 ●本製品は電気用品安全法の「特定電気用品以外の電気用品」に該当します。 

 ●本製品をお使いになるときは、必ず本書に従ってください。 

本書の記載内容を守らない事により生じた損害に関しては、当社は一切の責任を負いません。 

 ●製品本来の使用目的以外に使用して生じた損害に関しては、当社は一切の責任を負いません。 

 ●本製品の仕様及び外観は改良のため、予告なしに変更することがあります。 

 ●本製品は日本国内仕様であり、国外の規格などには適合しておりません。 

本製品を国外で使用された場合、当社は一切の責任を負いません。また、当社は本製品に関する 

国外での保守サービス、及び技術サポートなどは行っておりません。 

  

■本書について  

 ●本書の内容の一部又は全部を、無断で転載することは禁止されています。 

 ●本書の内容については万全を期しておりますが万一、不審な点や誤り、お気づきの点等が 

ございましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 

 ●その他、本書に記載している商品名は商標登録または商標になっている場合があります。 

  

■食品等を取扱いの事業者の方へ  

  ●食品衛生法に基づき食品関係事業者へ自社の責任において食品の安全性を確保してください。  

        また、製品の性能維持のために毎日の点検・清掃を実施の上、衛生的にお使いください。  

  

■移設・廃棄・譲渡について 

 ●本製品を移設する場合は、専門業者又はお買い上げの販売店にご相談ください。 

据付不備があると感電・火災の原因になります。 

 ●本製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として扱われます。 

専門の廃棄業者へご依頼ください。詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。 

 ●本製品を転売・譲渡する場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 
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1．ご使用になる前に 

1-1 付属品の一覧 
本製品には、次のような付属品があります。ご使用になる前にご確認ください。 

 

＜消耗部品および工具＞ 

 

 

 

 

 

 

 

ヒーター線               オイル（500ｃｃ）…2 本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          絶縁布                                工具一式 

幅 50ｍｍ・25ｍｍ…各 1                       ・プラスドライバー・・…1 

・スパナ 24mm-32mm…1 

・六角レンチ 5mm・・・・・1 

    ＜ドキュメント類＞ 

     ・配線図 

・取扱説明書 

・真空ポンプオイルチェック要領書 

     ・キレイにパックする為には（ホットパック簡単ガイド） 

・保証書 

・試運転表 

 

＜サンプル＞ 

    ・真空包装専用袋（3 種）…各 5 枚 
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1-3 電源・アース 
 

警告 

定格 20(A)、交流 3 相 200(V)のコンセントを単独で使用してください。 

また、アース工事を実施してください。 

『感電、火災の危険性があります。』 

警告 

配線電気工事は、必ず「電気工事士の資格」を有する者が行う必要があります。 

『専門の工事業者へ依頼してください』 

火災、感電の危険性があります。 
 

■本機、HVP482 は、3 相 200(V)消費電力 2.3(ｋW)ですので 20（A）用の電源でご使用ください。 

電気工事を必要とする場合は、必ず「電気工事士の資格」を有する者が行う必要があります。 

専門の工事業者へ依頼してください。 

また接地（アース）工事もおこなってください。 

本体プラグは、 3P 接地-20(A) となります。（右図参照） 

 

   ■電気配線は、定格の電源電圧〔交流 200(Ｖ)±20(Ｖ）〕をご使用ください。 

     ただし消費電力の大きな電気機器と同じ配線回路から電源の供給を受けるとその機器が稼働する 

毎に電圧が大きく下がり、本製品の誤動作や故障の原因となる事があります。そのため、分電盤から 

本製品専用の配線を設けることをおすすめします。 

     また、電圧の変動が激しい場合は配線の電気抵抗など調査する必要があります。 

  詳細はお買い上げの販売店にご相談ください。 

    

 

 

 

 

 

 

   ■接地工事（アース）Ｄ種接地工事(接地抵抗 100Ω 以下)を必ず行って下さい。 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話線に接続しないでください。 

アースが適切に取られていないと、感電事故、火災などを引き起こす原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセント 

3 相 200(Ｖ) 接地 3Ｐ20(Ａ) 

電源プラグ 

専用コンセント使用 

   アース工事 
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1-6 真空ポンプの維持管理 
 

本製品の維持・管理で最も重要なことは、真空ポンプの日常的なオイルの点検と適切なオイル交換、 

フィルター交換になります。 

 

    

 

 

－オイルの点検・管理－  “オイルの点検、定期交換を適切に行いましょう” 

オイルは各部の潤滑、気密性の確保、ポンプ冷却効果等、重要な役割を担っています。 

日常的な点検をおこなわないで使用し続けると、オイルの酸化劣化、スラッジ化をまねき、ポンプの能力低下 

やオイル漏れ、焼き付き等のトラブルが発生します。 

真空ポンプの不調による修理、交換は費用が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新油の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好ですが変色があり

酸化し始めています。 

この時点でのオイル交

換をおすすめします。 

常にここまでの状態であ

ればＯＫです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茶色く変色し透明感もあ

りません。各部摩耗が

発生しています。早急な

オイル交換が必要で

す。 

※場合によっては、 

エクゾーストフィルター

の交換が必要となりま

す。オーバーホール時

期が近い状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

スラッジ化したオイルが

付着し、オイルレベルが

確認できません。 

早急なオーバーホール

が必要です。 

ポンプリセット作動エラ

ー・ポンプロックが発生

してもおかしくない状態

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水分を吸収し、オイルが

白濁（乳化）しています。 

オイル交換やフラッシン

グが必要です。 

（ポンプ運転中はオイル

撹拌により、白く見えま

すが、停止後、しばらく

して泡が消えれば正常

です。） 

－フィルターの点検・管理－ 

エクゾーストフィルターは、吸気の時に混ざるオイル成分と空気を排気時に分離させる働きがあります。 

長い間使用しているとエクゾーストフィルターに、ポンプ内に吸引されたほこりや包装物に由来する成分、 

水分、オイルのスラッジ等が付着して目詰まりを起こすことがあります。 

エクゾーストフィルターが詰まると、ポンプの内圧が上昇しオイル漏れを起こしやすくなります。 

また、運転負荷も高く、ポンプが高温運転になり危険です。 

ポンプの状態によっては規定時間（約 15 ヶ月）よりも早い段階でフィルターを交換する必要があります。 
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1-7 各部の名称 

1-7-1 製品本体 

◆本体正面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ロアーチャンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆本体左側面                           ◆本体背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アッパーチャンバー 

ハンドル 

主電源スイッチ 

電源スイッチ 

タッチパネル 

ロアーチャンバー 

プレッシャープレート 

オイルレベルゲージ 

シール台 すべり止めテープ 

 

温度センサー 

ヒーターブロック 

液受けトレイ 

ロアーチャンバートレイ 

インテークケース 

ブロック 

ポンプリセットスイッチ 電源コード 
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3． 操作方法 
 定格 20(A)交流 3 相 200(V)のコンセントを単独で使用してください。 

また、アース工事を実施してください。 

感電、火災の危険性があります。 

 

ご使用の前に暖機運転を実施してください。 

暖機運転の方法は、17 ページ 2-2 暖機運転の方法を参照してください。 

※アッパーチャンバーを開いた状態で作業を進めてください。 

3-1 電源を入れる 
 

 1  電源プラグをコンセントに確実に差込みます。 

  コンセントは定格 20(A)交流 3 相 200(Ｖ)を単独で使用し、アース配線工事を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 2  主電源スイッチを入れます。 

本体正面の電源スイッチのランプが点灯し、 

タッチパネル表示が「Now Booting up･･･」と 

表示された後、しばらく暗くなります。 

 

 

 

 

 

 3   起動画面を経て、約 5 秒後、用途選択画面が表示されます。 

 

 

   

 

 

 

 

 

              起動画面                      用途選択画面  

 

電源プラグ 

主電源スイッチ 

電源スイッチ 

コンセント 

3 相 200(Ｖ) 接地 3Ｐ20(A) 
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 4   新しいオイルを､オイルレベルゲージの MAX と MIN の中間になるように給油してください｡ 

※給油時は、ゆっくりとオイルレベルゲージのオイル量を確認しながら、十分注意の上、 

給油してください。オイル量は､多くても少なくてもポンプ破損の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5   給油口のプラグを付属のスパナで確実に締め、機械本体を元の状態に戻してください。 

※オイル量を再度確認してください。 

 

≪特にオイルが汚れている場合はフラッシングを行ってください≫ 

フラッシングは、オイル給油後、給油口のプラグを確実に締め、【ポンプ】をタッチして 10 分～15 分 

程度ポンプ運転を行います。 

フラッシングによりオイルが汚れますので再度、排出してください。 

新しいオイルを上記と同じように補充します。 

 

 

 6   オイル交換後には、必ず機能選択画面の 

【オイル交換通知カウンタリセット】を 3 秒長押し 

して、内部カウンタをクリアしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 秒長押し 

オイル量を確認

しながら給油 
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5-3 エクゾーストフィルター（別売品）の交換方法 
 エクゾーストフィルターを交換する場合は、主電源スイッチを切り、必ず電源プラグを 

コンセントから抜いて作業してください。感電、火災のおそれがあります。 

 本体カバーを開けた時には、固定金具を確実に引っかけてください。 

カバーが落下すると、腕や手にけがをするおそれがあります。 

 アッパーチャンバー（上フタ）が開かないよう、ハンドルで固定して 

ください。無理な力が加わると機器が破損するおそれがあります。 

 長時間連続して使用した直後の交換はおやめください。 

ポンプが高温になり、やけどするおそれがあります。 

 

 1  フタが開かないよう、ロックレバーで固定してください。 

機械前面左右の六角穴付きボルトを付属の六角レンチを用いて外します。 

本体カバーを矢印方向へ開けて､固定金具でロックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2  ポンプのカバープレートのネジ 4 本を外し、 

カバープレートを取り外します。 

 

 

 

 

 3  エクゾーストフィルターを固定している 

板バネのネジをゆるめ、取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六角ボルト 

カバープレート 

板バネ 

エクゾーストフィルター 

固定金具 

カバーオープン方向

 

六角穴付きボルト 

ロックレバー 
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こんなときは 原 因 対処方法 

シールが弱い。 

剥がれてしまう。② 

 

ヒーターブロックが接触不良を 

起こしている。 

ヒーターブロックを外し、シャフトの端面の 

汚れを掃除してください。再度、ヒーターブロック

を確実に取り付けてください。 

症状が改善しなければ修理が必要です。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

電源電圧が降下している。 延長コード・タコ足配線している場合は 

単独コンセントを使用してください。 

シール時間を適正に設定してください。 

真空ポンプの排気部からオイ

ル（オイルミスト）が出る。 

 

真空ポンプのエクゾーストフィルタ

ーが詰まっている。 

 

エクゾーストフィルターを交換してください。 

（P50 参照） 

※導入時の運転で排気口からオイルミストが 

出ることがありますが、運転する事により止り 

ます｡ 

アッパーチャンバーの開きが

悪い 

アッパーチャンバーのガススプリ

ングの反力が気温の低下により

弱くなっている。 

使用温度範囲以下で使用していませんか？ 

機器の周辺温度を上げてください。 

ガススプリングの反力が低下して

いる。 

取り付け位置の調整、もしくは部品の交換が 

必要です。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

アッパーチャンバーが開かな

い。開きが少ない。 

真空開放に時間が掛かる。 

 

 

 

 

シール時間が長すぎて包装袋が

上下に貼りつく。 

 

シール時間を適正の値に戻します。 

材質や厚さ、または設置環境に合わせた 

シール時間に設定変更してください。 

（P42 参照） 

サイレンサーの目詰まり。 サイレンサーの清掃・交換が必要です。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

内部バルブの作動不良、 

ゴミ詰まりによる開閉不良。 

バルブの清掃、交換が必要です。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

袋のズレ防止テープの粘着

が弱くなった。 

 

 

ズレ防止テープの汚れ。 

粘着力の低下。 

ズレ防止テープを水拭きして清掃してください。 

症状が改善しない場合部品交換が必要です。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 
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6-2 エラーメッセージと対処方法 
本製品では動作中に機器のトラブルが発生した場合にエラーを表示します。 

エラーの内容にあわせた対処方法などを記載します。 

 

エラーメッセージ 原 因 対処方法 

ポンプリセット作動エラー 

(モーターが動かないと安全の為、

ポンプのリレー回路が遮断されま

す） 

ポンプが冷えているとモータ

ーが回転しなくなることがあ

ります。 

リセットボタンを押したのち、暖機運転を行い 

ます。（P60、P17 参照） 

また、5℃以上の環境でお使いください。 

オイルの汚れが原因でモー

ターが回転しなくなることが

あります。 

上記と同様に暖機運転し動作確認後、オイル

がきれいになるまでオイル交換を行ってくださ

い。暖機運転でも動かない場合は、販売店もし

くは弊社営業までご連絡ください。 

ポンプの内部が錆ついてモ

ーターが回転しなくなること

があります。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

真空不良エラー 

（5 秒経過時点で真空度が 20％に

達していない場合に表示します） 

オイルの汚れや消耗が原因

で真空ポンプの能力が 

落ちている場合があります。 

オイルの汚れや量を確認しオイル交換を実施し

てください。 

交換後に状態が改善しない場合は、販売店 

もしくは弊社営業までご連絡ください。 

チャンバー室の密閉度が 

落ちている場合があります。 

パッキンの周辺を確認し、汚れや異物があれば

取り除き、密着するようにしてください。 

パッキンの欠け、ヘコミ等がありましたら、 

交換が必要です。（P58 参照） 

チャンバー室の空気をポンプ

が吸っていない場合がありま

す。 

暖機運転を行い、吸気口から空気を吸って 

いない場合は、内部パイプ経路が汚れで詰まっ

ている場合がありますので、販売店もしくは 

弊社営業までご連絡ください。 

ポンプの性能が低下しています。 

（30 秒経過しても真空度が 90％に

達しない場合にメッセージが表示

されます） 

オイルの汚れや消耗が原因

で真空ポンプの能力が 

落ちている場合があります。 

ポンプクリーニングを実行し、オイル内の水分を

除去してください。(P44 参照)  

オイルの汚れや量を確認し、オイル交換を実施

してください。 

交換後に状態が改善しない場合は、販売店 

もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

エクゾーストフィルターのつま

りが原因で真空ポンプの 

能力が落ちている場合があ

ります。 

エクゾーストフィルターを確認し、汚れが多い 

場合は、交換を実施してください。（P50 参照） 

交換後に状態が改善しない場合は、販売店 

もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

 

 

ポンプの性能が低下しています。 
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エラーメッセージ 原因 対処方法 

ヒーター線断線検出エラー 

シール工程中に、ヒーター線の 

断線を検出した場合にエラーと 

判断します。 

ヒーター線が切れている。 

ヒーター線、ケーブルの 

取り付け不良。 

絶縁布・ヒーター線を交換してください。 

（P51 参照） 

 

 

 

 

トランス、センサーの基板の 

故障。 

上記の対応で改善しない場合はトランス、 

センサーの各基板の故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

ヒーター異常検出エラー 

シール工程以外に、ヒーター線に

電流を検出した場合にエラーと 

判定し、主電源をＯＦＦします。（電

源の再投入で表示） 

安全装置（回路）の故障が 

考えられます。 

同じエラーが続けて発生する場合は、 

安全装置（回路）の故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ヒーター過電流検出エラー 

シール工程中に、ヒーター線に 

過電流を検出した場合にエラーと

判定し、主電源をＯＦＦします。（電

源の再投入で表示） 

絶縁布の劣化。 

ヒーター線の劣化。 

絶縁布・ヒーター線を交換してください。 

（P51 参照） 

 

 

 

ヒータートランスの故障。 同じエラーが続けて発生する場合は、 

ヒータートランスの故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



65 
 
 

 

エラーメッセージ 原 因 対処方法 

真空センサーエラー 

真空工程中の圧力センサー値が

異常な場合エラー表示します。 

圧力センサーの故障。 

配線の抜けや断線。 

圧力センサー、配線の交換が必要となりま

す。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

 

 

 

Power 基板故障検出エラー 

シール工程中に、ヒーター線に過

電流を検出した場合にエラーと判

定し、主電源をＯＦＦします。（電源

の再投入で表示） 

 

 

 

 

 

 

Power 基板の故障。 同じエラーが続けて発生する場合は、 

Power 基板の故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPU 基板の故障検出エラー 

CPU 基板のメモリ回路に故障を 

検出した場合エラー表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

CPU 基板の故障。 CPU 基板のメモリ回路の故障により、主電源

を切断する前の設定データ(微調整等内部 

テータ)を消失した為、正常な動作を行うことが

出来ません。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

【OK】をタッチすると、初期設定無調整の状態

での動作が可能ですが、推奨しません。 
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エラーメッセージ 原因 対処方法 

温度センサーエラー 

(ホットパックコース時) 

温度センサーに異常が発生した

場合に表示します。 

 

温度センサーの故障。 温度センサー、配線の交換が必要となりま

す。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

温度センサーエラー 

(通常真空パックコース時) 

温度センサーに異常が発生した

場合に表示します。 

 

温度センサーの故障。 運転は可能ですが、同じエラーが続けて発生

する場合は、温度センサーの故障が考えられ

ます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 

近接スイッチエラー 

近接スイッチが感知したままの状

態になっている場合に表示しま

す。 

 

近接スイッチの故障か、プレッ

シャープレートが上昇した状態

になっている。 

プレッシャープレートを付け直してください。 

パックする品物の高さを下げてください。 

状態が改善しない場合は近接センサーの 

故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 
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エラーメッセージ 原 因 対処方法 

細菌繁殖温度帯警告 

(ホットパックコース時) 

パックする品物の温度が低い場合 

（10℃～55℃以下）に表示します。 

 

パックする品物の温度が 10℃

～55℃以下です。 

警告表示は運転終了時または 

画面タッチ時に消去されます。 

運転は可能ですが食中毒発生の危険性が 

高まりますので品物を 60℃以上まで加熱して 

ください。 

ワーク低温エラー 

(ホットパックコース時) 

パックする品物の温度が低い場合

（10℃以下）に表示します。 

 

パックする品物の温度が 

低すぎます。 

ホットパックコースでは運転できません。 

通常真空パックコースへ切替えてください。 

ワーク高温エラー 

（ホットパックコース時） 

パックする品物の温度が高い場合

（95℃以上）に表示します。 

 

パックする品物の温度が 

高すぎます。 

運転できません。 

95℃以下に品物を冷ましてからお使いくださ

い。 

ワーク高温エラー 

(通常真空パックコース時) 

パックする品物の温度が高い場合

（11℃以上）に表示します。 

 

パックする品物の温度が 

高すぎます。 

運転は可能ですが、品物を冷やすか 

ホットパックコースへ切り替えを検討してくださ

い。 

 

上記以外のエラー 

電源ＳＷランプの高速点滅 

システム内のデータ通信 

エラー。 

ＣＰＵ基板の故障が考えられます。 

販売店もしくは弊社営業までご連絡ください。 
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7．付表 

7-1 初期設定値（冷たいもの・標準コース） 
※設定を変更する場合 ( ) 内の数値が変更の初期値となります。 

用途名 肉／魚 野菜 

コース No, 1 2 3 4 1 2 3 4 

アイコン     根菜 
葉物

強 

葉物

弱 
シール

のみ 

真空 
％ (99.9) (99.0) (95.0) (70.0) 90.0 80.0 70.0 40.0 

秒 60 45 30 20 (60) (45) (30) (20) 

シール 秒 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 

シール冷却 秒 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 

 特殊設定のあり/なし なし なし なし なし なし なし なし なし 

特

殊 

設

定 

ソフト開放 秒 (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 

吹き出し 

防止 

真空 秒 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) 

最終真空 秒 (40) (40) (40) (40) (40) (40) (40) (40) 

回数 回 (3) (3) (3) (3) (3) (3) (3) (3) 

間欠 

真空 

真空停止 秒 (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) 

真空 秒 (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) 

減圧含浸 含浸時間 秒 (300) (300) (300) (300) (300) (300) (300) (300) 

 

用途名 惣菜加工品 液体 

コース No, 1 2 3 4 1 2 3 4 

アイコン 強 中 弱 脱気  
吹出し

防止 

吹出し

防止 
シール

のみ 

真空 
％ (99.9) (99.0) (95.0) 70.0 （99.0） （99.0） 95.0 40.0 

秒 45 30 20 (7) 45 20 （20） (7) 

シール 秒 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 

シール冷却 秒 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 

 特殊設定のあり/なし なし なし なし なし なし あり あり なし 

特

殊 

設

定 

ソフト開放 秒 (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 

吹き出し 

防止 

真空 秒 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 20 (30) 

最終真空 秒 (40) (40) (40) (40) (40) (40) 40 (40) 

回数 回 (3) (3) (3) (3) (3) (3) 3 (3) 

間欠 

真空 

真空停止 秒 (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) 1.0 （3.0) (3.0) 

真空 秒 (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) (3.0) 3.0 (3.0) (3.0) 

減圧含浸 含浸時間 秒 (300) (300) (300) (300) (300) (300) (300) (300) 
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7-2 初期設定値（ホットパックコース） 
用途名 ホットパック 

コース No, 1 2 3 4 5 6 7 8 

アイコン ホット ホット ホット ホット ホット ホット ホット ホット 

真空安定 秒 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 

脱泡工程 

回数 
回 1 1 1 1 1 1 1 1 

真空圧力 

微調整 
- 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

シール 秒 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 

シール冷却 秒 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 

HP コース選択 液体 固体 脱気 液体 液体 固体 脱気 液体 

7-3 設定範囲 
エリア 項目 MIN MAX 単位 

通常パック 

真空時間 5 99 秒 

真空度 40.0 99.9 ％ 

シール時間 0 4.0  秒 

冷却時間 2 9.9 秒 

ホットパック 

真空安定時間 0 9.9 秒 

シール時間 0 4.0  秒 

冷却時間 2 9.9 秒 

脱泡工程回数 0 9 回 

真空圧力微調整 -10.0  +5.0 － 

特殊設定 

吹きこぼれ防止・真空時間 1 99.9 秒 

吹きこぼれ防止・最終真空時間 1 99.9 秒 

吹きこぼれ防止・回数 1 9 回 

間欠真空・真空停止時間 1 9.9 秒 

間欠真空・真空時間 3 9.9 秒 

減圧含浸時間 0 999 秒 

ソフト開放時間 0 9.9 秒 

本体機能設定 

省エネモード設定時間 0 60 分 

ポンプ運転時間 10 999 秒 

真空停止時間 1 999 秒 

起動時自動暖機運転 なし あり － 

コース設定値ロック ロック解除 ロック － 

ブザー音量 1 5 － 
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8．点検表 

※オイル交換時期等を記入いただき、真空ポンプの管理にお使いください。 

 

№ 点検日 内容 備考 

1       

2       

3       

4       

5       

6       

7       

8       

9       

10       

11       

12       

13       

14       

15   
 

  

 16       

17    
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9．仕様 

9-1 外形寸法 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9-2 仕様 
型式名 ＨVＰ-482 

外形寸法 

 

チャンバー開時 幅540×奥行774×高さ790mm 

チャンバー閉時 幅540×奥行740×高さ470mm 

チャンバー内寸法 幅 473×奥行 579×高さ 100 

最大包装寸法 横 400×縦 600mm 

シール有効寸法 420mm 

電源 AC 200(V±10% 三相 （50/60Ｈｚ） 

コンセント形状   3P 接地-20（A） 

電動機容量 0.9/1.1kW (50/60Hz) 

定格消費電力 2.3kW  (50/60Hz) 

ポンプ排気速度 416 / 500ℓ  (50/60Hz) 

製品重量 75kg 

チャンバー容量 32ℓ  

使用温度 5～35℃ 

使用湿度 30～80％ 
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10．保証 
◆ ご不明な点や修理に関するご相談 

・修理に関するご相談ならびに、お取り扱い・お手入れに関するご不明な点はお買い上げの販売店に 

ご相談ください。 

 

◆ 保証書 (別添) 

・保証書は別途添付しております。 

・保証書は必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店から受け取って頂 

き内容を良くお読みになった後、大切に保管してください。 

・本製品の保証期間はお買い上げ頂いた日から「１年」です。その他、詳しくは保証書をご覧ください。 

  ・保証書は日本国内でのみ有効です。 

 

◆ 補修用性能部品の保有期間 

・本製品の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後「７年」です。 

・補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

 

◆ 修理を依頼されるときは 

・異常があるときは、お使いになるのをやめ、電源を切ってから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

 

◆ 保証期間中 

・保証書の規定に従って、お買い上げの販売店にて修理対応致します。 

なお、修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

 

◆ 保証期間が過ぎている場合 

・保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。 

 

11．アフターサービスについて 
ご使用中に異常が生じたときは、使用をやめ電源プラグを抜いてお買上げの販売店にご相談ください。 

なお、その際に真空包装機の型式名、製造№、およびお買上げ時期をお知らせください。 

 

販売店名： 

 

 

TEL：（      ）      －        購入年月日：     年   月   日  

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

8T21F420000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 社・工 場 〒410-2325 静岡県伊豆の国市中島 244     ☎：0120-557-338 

東 京 支 社 〒141-0022  東京都品川区東五反田 1-24-2    ☎：(03)6422-7290(代) 

中 部 支 店 〒465-0035  愛知県名古屋市名東区豊が丘 58    ☎：(052)772-3988(代) 

関 西 支 店 〒564-0051  大阪府吹田市豊津町 30-28     ☎：(06)6338-9601(代) 

九 州 支 店 〒812-0013  福岡県福岡市博多区博多駅東 2-8-3   ☎：(092)482-6613(代) 

    東北営業所・広島営業所・鹿児島営業所 
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